
日本史授業プリント(70期)近代１５	
 自由民権運動の終幕	
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 .	
 

松方デフレと農村	
 	
 ※インフレによる財政難（1876～）	
 

大蔵卿１松方正義	
 	
 	
 [薩摩]の財政改革	
 [２1881～85]…３松方財政	
 

	
 	
 ・４工場払い下げ概則の廃止[1884]…払い下げを推進	
 

	
 	
 ・５歳出の節減(軍事費は除く)	
 	
 	
 ・６増税	
 	
 …地方税・酒造税・煙草税など引き上げ	
 

	
 成果	
 ①７不換紙幣の回収と焼却(約4000万円)	
 	
 ②輸出超過→８正貨(金銀)の蓄積(約2600万円)	
 	
 

	
 	
 	
 	
 ③９日本銀行	
 	
 	
 の設立[1882]…10唯一の発券銀行(中央銀行)	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ※従来の国立銀行は普通銀行(発券権なし)に	
 

	
 	
 	
 	
 ④11銀兌換紙幣の発行[1885]	
 …12銀本位制	
 	
 	
 の確立	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

影響	
 急激な13デフレ	
 	
 ＝物価の急落	
 ※特に14米、15生糸	
 	
 	
 

	
 	
 	
 地価は(地租も)固定→16実質的に増税（＋さまざまな増税）	
 

→17自作農の没落(小作化の進行)、貧農層の困窮→各地で18困民党(借金党)を組織	
 

激化期(1881-1885)	
 

☆運動の変化	
 ①18自作農没落による運動の停滞と過激化	
 ※20地方の自由党員の一部も激化	
 

②21民権運動の内部対立…自由党と改進党の対立	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ※三井の費用で自由党首脳(板垣・後藤ら)の洋行(1882)…伊藤・井上馨の工作	
 

	
 22激化事件	
 	
 	
 …急進化した自由党員や貧農による諸事件	
 ※不況の影響が深刻な	
 養蚕地帯が多い	
 	
 

	
 	
 231882．24福島事件	
 	
 	
 	
 	
 	
 …福島県令25三島通庸	
 	
 	
 の圧政と自民党員弾圧	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 「火つけ強盗と自由党とは一匹もおかぬ」	
 

道路(会津三方道路)工事に農民を強制動員→農民と警察が衝突、多数の逮捕者	
 

→県議会議長26河野広中	
 	
 	
 ら自由党員が内乱罪で投獄	
 

1883．27高田事件[新潟]…大臣暗殺を計画として自由党員を逮捕	
 

	
 	
 281884．29群馬事件…自由党員と農民が金融業者を襲撃	
 

30加波山事件	
 事件[茨城]…福島・栃木の自由党員による茨城県令31三島通庸暗殺未遂	
 

	
 →板垣らは31自由党を解党。	
 ☆同年、32改進党では大隈が一時離党→解党状態	
 

33秩父事件事件[埼玉]…困民党が旧自由党員らと共に武力蜂起	
 総理	
 田代栄助	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 地方税の減税などを要求して約１万人が蜂起	
 →軍隊による鎮圧	
 

☆	
 その後も旧自由党員によるクーデター計画→失敗	
 

	
 <例>	
 飯田事件[1884:長野]、名古屋事件[1884]、静岡事件[1886]	
 

	
 	
 	
 34大阪事件[1885]…朝鮮でのクーデターを計画するが渡航前に発覚	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 旧自由党員35大井憲太郎、36景山(福田)英子ら逮捕	
 

	
 

日本史授業プリント近代１５(087)�



政府による立憲国家準備	
 

	
 37伊藤博文、渡欧	
 [1882]…憲法調査	
 38君主権の強いドイツ憲法などを研究	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 39グナイスト(ベルリン大学)、40シュタイン(ウィーン大学)に学ぶ	
 

	
 →①41制度取調局設置[1884]…諸制度の調査	
 長官は伊藤	
 

	
 	
 ②42皇室財産の設定…皇室御料地の急増(御料林など)、日本銀行株式など	
 

	
 	
 ③43華族令	
 	
 制定[1884]…44五爵(45公・侯・伯・子・男)	
 45維新功労者を加える→貴族院の準備	
 

	
 	
 ④46内閣制度	
 	
 の創設[471885]	
 ※太政官制は廃止	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 天皇の指名する47総理大臣が各省の大臣を組閣	
 ※48各省の長官は卿→大臣	
 

	
 	
 	
 	
 	
 初代：49伊藤博文(Ⅰ)内閣…閣僚のほとんどが薩長出身	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 宮中と府中(内閣)を分離…50宮内大臣・51内大臣(天皇の相談役)は内閣とは別に設置	
 

民権運動の再結集と収束	
 

	
 52井上馨
かおる

([長州]	
 外務卿→1885.外務大臣)の53条約改正交渉[1882～87]	
 	
 

	
 	
 	
 <例>極端な欧化政策(鹿鳴館外交など)	
 外国人判事の任用など	
 

	
 →ナショナリズムを刺激→政府批判の高まり→民権運動の再燃・再結集	
 

	
 	
 54大同団結	
 	
 	
 運動[1886～89]…諸派の統一	
 55星亨
とおる

	
 が提唱、後藤象二郎が継承	
 	
 

	
 	
 56三大事件建白	
 	
 	
 	
 運動[1887]…片岡健吉ら、建白書を元老院へ	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 57言論の自由・地租軽減・外交失策の挽回	
 

	
 政府の対応	
 弾圧：58保安条例	
 	
 	
 [1887]	
 ※内務大臣59山県有朋、警視総監60三島通庸	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 「内乱ヲ陰
いん

謀
ぼう

シ又ハ 教
きょう

唆
さ

シ又ハ治安ヲ妨
ぼう

害
がい

スルノ 虞
おそれ

」のある人間を、	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 「皇
こう

居
きょ

又
また

ハ行
あん

在
ざい

所
しょ

ヲ 距
へだた

ル三里以内」から３年間追放	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 →星亨、中江兆民、片岡健吉、尾崎行雄ら５７０名を東京から追放	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 懐柔：新政府の閣僚として、61後藤[逓信大臣]・62大隈[外務大臣]を入閣させる	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

【正誤問題に挑戦】<1999年Ａ本試験より>	
 

(１)	
 国会開設が近づくと，民権派内部には大同団結運動がおこり，地租軽減，言論集会の自由，軍事費の削減を

求める三大事件建白運動が展開された。	
 


